
本書の構成

1　本書のねらい
本書は松保護士を養成する教材とするためマツの保護に関連する広範にわたる最新の知識・技術を

網羅している。本書は主に松保護士研修受講者、および第一線で活動する松保護士を対象とする。と
りわけ、防除事業を指導する地方公共団体の担当職員および防除事業を実施する森林組合職員等にとっ
ては必携の書といえる。あわせて、マツ・松林の保護、樹勢回復、樹木治療等、マツに携わっている方々
とともに、津波被害を受けた松原再生に取り組んでいる方々に参照していただきたい技術図書である。

2　本書の構成
本書は全12 章と資料編により構成している。

3　読みやすくする工夫

①本文をカラー化し、写真や図表をより見やすくしている
②ページ端にインデックスを付け、各章の位置を見つけやすくしている 
③各章節の終わりに、参考文献（引用文献を含む）を掲載している
④各章節の重要な用語を索引一覧表として巻末に掲載している

４　その他
本書の副読本として「メーカーによるマツ材線虫病防除薬剤施用の実際」を当センターのウェブサ

イト「緑化技術情報」に掲載しているので、あわせて参照していただきたい。
http://www.jpgreen.or.jp/matsu/

第1章 松林の歴史と文化
わが国のマツの歴史、日本文化や 生活の中
のマツ、 海岸松林の意義を解説する。

第7章 マツ材線虫病等の防除薬剤
マツ材線虫病およびそれ以外の病虫害の防除
薬剤、関係法令を解説する。

第2章 マツ類の生理と構造および松林の生態
分類学から見たマツ類、マツ類の形態・構造、
生態的特性、松林の生態を解説する。

第8章 マツノザイセンチュウ抵抗性育種
抵抗性育種事業、抵抗性マツ植栽の現状と問
題点を解説する。

第3章 マツ枯れとマツ枯れ研究の歴史
マツ枯れとマツ枯れ研究の歴史、枯損原因究
明による防除の新たな展開を解説する。

第9章 マツ類の育成と管理
緑化樹木・庭園樹木のマツ類の育成・管理、
老松の管理、老松の樹勢回復を解説する。

第4章 松林の現状と対策
松林の現状、松くい虫による松林被害と被害
対策、森林病害虫等防除制度を解説する。

第10章 海岸林の整備・保全
海岸林の現状と問題点、保全の技術手法、整
備・保全の方向、侵入した広葉樹を活用した
樹種転換を解説する。

第5章 マツ材線虫病の診断と防除
マツ材線虫病のメカニズム、病原体マツノザ
イセンチュウの生態、媒介昆虫マツノマダラ
カミキリの生態、診断と防除を解説する。診
断は、外部病徴、樹脂滲出調査など、防除は、
防除戦略、防除手法について解説する。さら
に、被害木のピンポイント探査、予防散布の
健康および環境影響を解説する

第11章 被災海岸林の整備・保全
東日本大震災における海岸林の津波被害と再
生、海岸林造成における盛土、新たな苗木育
苗技術、海岸林を再生する活動組織づくりを
解説する。

第12章 海岸林の生態系保全
海岸域、砂浜、海浜植生、海岸松林の生態系
保全を解説する。

第6章 マツ材線虫病以外の病虫害
マツ類の病気、害虫を解説する。

資料編 樹幹注入の標準仕様書（案）、マツ材線虫病診断
キットなど、松保護士制度の概要を解説する。
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